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会長就任あいさつ

  湘南日独協会会長 星野 諭

4月26日開催の湘南日独協会定

時総会で第7代会長に選出されま

した星野諭です。どうぞよろし

くお願いいたします。歴代会長

の大先輩の方々は皆ドイツ語の

大家でいらっしゃると同時に、

ドイツでの生活経験も豊富にお持ちです。それに引

き換え、私にはそのいずれも身に備わっておらず、

こんな私で良いのでしょうかと申し上げながら、僭

越にもこのような大役をお引き受けすることとなっ

てしまいました。まさに身の引き締まる思いがいた

します。

それに先立つ4月17日に、全国日独協会連合会の

年次総会に出席して参りました。そこでの話題とい

えば、「会員の高齢化」「会員数の減少」という、

全国に40ほどある加盟団体に共通の問題でした。そ

して創立43年を迎える仙台日独協会からは、ついに

解散を決めたという報告もありました。

大学でのドイツ語履修者もかつてと比べると大幅

に減少しています。私が大学に入学した1976年頃は、

ドイツ語は第二外国語の王者でした。大学等の高等

教育機関でドイツ語を履修する学生の数は40万人か

ら50万人はいたとされています。それが中国語・韓

国語・スペイン語の台頭や、ドイツ語を必修とする

学部・学科の減少、第二外国語の必修そのものの減

少、学生の関心が欧州からアジアへシフトしたと

いった理由で、ドイツ語履修者の数は減少の一途を

たどり、現在は往時の1/5から1/6の7万人～9万人と

なっているそうです。

全国の日独協会が会員の高齢化や会員数の減少に

悩むのも、ドイツ語学習のこうした現状と無縁では

ありません。

ドイツ語は外国語学習という分野での「業界標準」

の地位から転落し、もはや趣味の言語と化している

といって良いのかもしれません。私は、そうなった理

由はドイツ語自身の持つ魅力が薄れたことにあるので

はないかと思います。

かつて音楽・文学・哲学・経済学など、多くの学問

や芸術でドイツ語を通じてのみ学べることが沢山あり

ました。もちろん今でもドイツ語がもたらす魅力的な

コンテンツはたくさんあります。しかし百年一日の如

き、ベートーヴェン、ゲーテ、ヘーゲル、マルクスと

いった過去の偉人たちだけでは、中国語や韓国語など

の他の言語で得られる新しく魅力的なコンテンツに敵

わなかったというのが真実なのではないでしょうか。

幕末・明治の頃は、ドイツは日本にとって様々な分

野での師匠でした。戦前までは世界を制覇する工業製

品の多くはドイツ製でした。しかしその後日本はカメ

ラや自動車の分野で師匠を超える立場となりました。

21世紀も1/4を過ぎた今、日本はコンテンツにおい

てもアニメやマンガ、文学、音楽などの分野で世界

中から注目されています。かつては光り輝く先達

だったドイツは、今では様々な分野で競い合い、協

力し合い、そして共に悩むという「等身大」の存在と

いえるでしょう。

そんな等身大のドイツの、今の魅力をもっと発見

して、それを会員の皆様とともに楽しんで行きたい

というのが、私の望みです。19世紀に周囲から遅れ

て出発し、やがて努力の末に追いついて、共に戦争

で敗北し、ふたたびそこから復興と発展を遂げ、今

また超大国の横暴に悩まされながらも希望を捨てず

に未来を目指している国、

日本とドイツ。ドイツの新

しい魅力的なコンテンツの

発見と、ドイツの人々との

新たな交流、そして会員相

互でのコミュミケーション

のますますの拡大を目標と

して、微力ながら力を尽く

して参ります。皆様、どう

ぞ宜しくお願い致します。
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Animagic2026 毎年ドイツ
マンハイムで開催される、ヨー
ロッパ最大のアニメイベント。

京アニ「明日の火花」も出展

湘南日独協会催事カレンダー(2026年6月～2026年10月)  6月1日現在の情報です

見て聴いて楽しむ音楽史（第40回）

11日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題： Beethovenの音楽 #4 リズムの交響曲 交響曲第7番

講師： 高橋善彦氏 （会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲： ベートーベン 交響曲第7番 イ長調 作品92

読書会 08日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

22日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

談話室SAS 09日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 18日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

動画でドイツ 14日（日） 14:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 28日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「ビジネスにおける通信手段の変遷」

講師： 島  新氏　（湘南日独協会相談役）

概要： 昨今のビジネスにおける通信手段は目覚ましく変遷発展し、伝達速度は瞬時となっている。

この数十年どのような変遷をたどったのか。それ以前、商業が大いに発展した江戸時代は

如何であったのか。鎖国の時代であったが、米取引市場の発展が、近世で、世界で最も早く

先物取引市場が発展し、それを支えた通信のスピードは我々の通念を超えたスピードであった。

懇親会：有り

見て聴いて楽しむ音楽史   休会

読書会 13日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

27日（月） 休会

談話室SAS 14日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 16日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

動画でドイツ 12日（日） 14:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 26日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「AIとドイツ語学習ーAIを学習パートナーにするために」

講師： 中川純子氏（慶応義塾大学　非常勤講師）

概要： 生成AIの登場で外国語教育は激変しました。本講演では、AIの得意・不得意や「落とし穴」

を正しく理解し、AIを単なる翻訳機としてではなく、ドイツ語学習を加速させる「パートナー」

として使いこなす方法を解説します。特に、独学では難しい「会話」や「発音練習」にどう

AIを取り入れるかという点にフォーカスします。AIを味方につければ、ドイツ語学習ももっと

楽しくなります。参加者の皆さん同士、情報交換もできればと思います。 懇親会：有り

8月 休会

見て聴いて楽しむ音楽史（第41回）

10日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題： Mozartの音楽 #5　謎の交響曲(中期の名作)その２

講師： 高橋善彦氏 （会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲： モーツァルト 交響曲第36番 KV425 "リンツ", 第38番 KV504 "プラハ"より第1楽章

読書会 14日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

28日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

談話室SAS 08日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 17日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

動画でドイツ 13日（日） 14:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 20日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「東と西の間（Zwischen Ost und West）」

講師： エメリー・ラーデマッハさん（日独協会研修生）

概要： ドイツ再統一後、両親は東端の町ゲルリッツからケルンの近くへ移住しました。講師は

ラインラント地方とラウジッツ地方、東西両方の文化の中で育ちました。講師にとって、

西ドイツも東ドイツも、どちらも大切な「故郷（Heimat)」です。現在のドイツが持つ

地域文化の多様さや魅力を、楽しく紹介する。 懇親会：有り

10月の行事は項目のみ記載、詳細及び追加行事はは9月に発行予定の次号に掲載予定

見て聴いて楽しむ音楽史

08日（木） 14:00-16:00 ミナパーク５０３　  会費：1,500円　

読書会 12日（月） 祝日の為休会

26日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

Bierfest 未定

談話室SAS 13日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 15日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

動画でドイツ 11日（日） 14:00-18:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

参加される皆様へ 準備の都合上、早めにお申込ください。

各催しは変更される場合があります。最新の予定を当協会のホームページでご確認ください。

URL : https://jdg-shonan.ciao.jp/ 右記のQRコードからもアクセス出来ます

9月

6月

7月

10月
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新入会員紹介：    下條眞智子様 杉本 容様

編集後記： 

新しい会長のもと、新しいプログラムも加わり、ド

イツ語講座の受講生も増え、音楽・文学関係のプロ

グラムへの関心も強くなりました。是非一度覗いて

見て下さい。新たな魅力を見つけることが出来ると

思います。会報紙面も新しい連載を始める計画があ

ります。皆さんのご寄稿も大歓迎です。

私は音楽が好きですが音楽教育は受けていません。

これまで、ハ長調とかロ短調とか、この「調性」に

ついて理解できずにいましたが、最近「五度圏」と

いう「調性」の時計回りの円形の図のあることを知

りました。音楽を職業としている方はご承知とのこ

とですが、皆さんはいかがでしょうか？（大久保）

４月例会

講演「ドイツ・欧州の情勢とアメリカとの関係」

講師 八木 毅氏（元在ドイツ日本大使）

寄稿者 会員 神澤 隆

2026年4月26日開催された第27回

定時総会のあと、藤沢市商工会館に

八木毅元在ドイツ大使をお招きして

ドイツ及び欧州の政治状況について、

講演を頂いた。

八木毅氏は1977年外務省に入省され、フィリピン、

ドイツ、米国などでの在外公館勤務の後、インド駐箚

特命全権大使を経て、2015年より5年間にわたってド

イツ連邦共和国駐箚特命全権大使の重責を全うされた。

激動する世界の中で、米国はもとより、インド、ド

イツといった地域の大国の動きをその中枢部に最も近

いところに身を置いてつぶさに見てこられた八木元大

使のお話しは、豊富な体験談から現在の複雑且つ緊迫

感に満ちた世界情勢についての欧州を中心とした解説

まで大変興味深いもので、評定予定された2時間が

あっという間に過ぎた。

書記官時代にフィリピンに勤務されたのはコラソ

ン・アキノ大統領（在職1986年－1992年）の時代で、

過激派ゲリラによるNGOスタッフの誘拐事件が起き

解決に奔走されたこと、ピナツボ火山の噴火では、

真っ黒な火山灰が空を覆い昼間でも真っ暗になったこ

となどをお聴きした。あとで調べてみると、ピナツボ

火山からマニラまではわずか100km足らず、約800人

の死者が出たこの時の噴火は400年ぶりとか。これで

は、見たくもないが私の生きている内に富士山の噴火

に遭遇しないとは断言できまい。

ミュンヘン大学（ルートヴィヒ・マクシミリアン大

学）留学、公使としての勤務などを通じてベルリンに

大使として赴任される前からドイツを知り尽くされて

おられた八木元大使の慧眼はスポーツの分野にも及び、

驚かされたのはサッカーの話題。日本のサッカーがド

イツに歯が立なかった時代に、今日の日本人ブンデス

リーガ・シュピーラー続出を予想されていたそうだ。

ドイツ人に対するはったり発言だったとしてもやはり

大したものだと思った。

最後になったが、今回の講演の主

題はドイツ及び欧州主要国の政治状

況であった。先ずドイツについては、

州ごとの政党勢力図までを図表を交

えて、さらにフランス、英国の内政、

欧州議会と続き、欧州における極右、

ポピュリストの伸張、欧州と米国と

の関係などをウクライナやイラン・中東の問題を含め

て分かりやすく解説して頂いた。

2026年度全国日独協会連合会年次総会参加報告

湘南日独協会会長 星野 諭

去る4月17日（金）にJR大森駅から徒歩5分の日立製

作所会議室で、今年度全国日独協会連合会の年次総

会が開催されました。会議には連合会を構成する41

団体のうち、24団体の代表が出席しました。最初に

東原敏昭会長のあいさつがあり、シュテファン・

ビーダーマン在日ドイツ大使館文化部長、ユリア・

ミュンヒ・ベルリン独日センター事務総長、オリ

バー・ポール独日青少年協会会長によるあいさつが

続きました。その後、総会決議事項の承認、報告事

項の説明があり、午後は各地日独協会報告、ユリ

ア・ミュンヒ氏による短い講演の後、前沢浩子獨協

大学学長による基調講演「ドイツに学ぶ、ドイツと

学ぶ」が行われ、それを受けて相澤啓一獨協大学特

任教授、生駒美喜早稲田大学教授、早坂若子慶応義

塾大学博士課程によるパネルディスカッションが行

われました。ドイツ語やドイツについて学ぶ学生た

ちの活動をそれぞれ全国規模、大学内、そして日独

協会ベースにてオーガナイズしている3人の熱い思

いが伝わってきます。こうした活動が続く限り、ド

イツ語学習にはまだまだ未来があると思いました。

夜は場所を広尾のドイツ大使館公邸に移してのレ

セプションです。フート首席公使や各講演者、各地

の日独協会代表との懇親を深めた一夜となりました。

出席
行使

書面
行使

一任
回答

棄権
議決権
総数

4 29 19 51 103

湘南日独協会 第２７回定時総会ご報告

開催日時 2025年4月26日（日）14：00～14：50

会 場 ミナパーク ５０５会議室

配布資料（事前郵送済）： 総会議事次第、2025年度

活動報告、2025年度決算報告並びに監査報告、役員選

出、2026年度事業計画、2026年度収支予算書

事前郵送済の資料に基づき執行部より説明。質疑応

答、採決の結果、提出各議案全てについて、賛成多

数で、承認された。（議決判定計算式： 賛成数 ＋ 

一任数 ＞ 1/2 議決権行使数合計）

各議案に対する議決権行使結果(投票数)は下記の通り:

今後とも宜しくご支援をお願い申し上げます。

寄稿者の神澤さん

もっと楽しもう！湘南日独協会の音楽プログラム

― 歌う、聴く、学ぶ、クラシック、ドイツ民謡、

音楽に関わる歴史を、地理を知ろう ―

♦合唱団アムゼル

３０年の歴史ある混声合唱団、ドイツ歌曲、ドイツ

民謡から映画音楽まで幅広い曲を取り上げています。

コンサートの開催の他、音楽祭などへ参加しています。

♦SWZ（ドイツ語で歌おう）

楽譜は特に使用せず、音源と歌唱指導を受けて、ド

イツ民謡を主体に、季節の歌などユニゾンで歌い、

曲に関わる歴史や地理も学びます。

♦見て聴いて楽しむ音楽史

オーケストラや吹奏楽団の指揮者・指導者から大型

スクリーンと音響を使用し、クラシック音楽の歴史、

作曲家そして楽器等に関しての説明を受け、音楽の楽

しみ方を学びます。

ドイツ語で歌うことに心配な方は指導者がおります

ので心配はありません。会報Der Windの最終ペー

ジに開催予定が記載されています。（アムゼルの練

習は原則毎月第１第３水曜午後、会場は主に藤沢市

の公民館。ホームページに掲載）

いずれのプログラムも見学は無料です。（大久保）

年会費納入のお願い：

年会費の振り込みがまだの方は急ぎお願い致します。

払込取扱票がない場合は、下記口座へお振込下さい。

ゆうちょ銀行 口座加入者名 湘南日独協会

口座番号 ００２１０－９―２２７１８

寄稿者の上原さん

八木 毅氏

３月例会

講演「１９世紀末のウィーンとユダヤ人」

講師 村山雅人氏（元國學院大學教授）

寄稿者 会員  上原 文月

１９世紀末ウィーンと云えば、クリ

ムトの官能的なユディトやマーラーの

壮大なシンフォニーの響きが真っ先に

思い浮かびますが、その屋台骨を支え

ていたユダヤ人の存在も忘れることは

できません。今回の講演では、耀ける世紀末ウィーン

とユダヤ人との関わりが中心のテーマとなりました。

世紀末ウィーンで活躍した文化人の多くが、ユダヤ

系オーストリア人であったことは、周知の事実です。

ユダヤ人が、オーストリアで同化していく過程で、非

ユダヤ系ウィーン市民との間で、主に経済的な理由に

より、両者の間で大きな軋轢が生じ、ユダヤ人を敵視

する反ユダヤ主義が拡大していきます。一方で、その

反動としてシオニズム運動が登場し、パレスチナにユ

ダヤ人国家を建設することが叫ばれる最中、ユダヤ人

同士でも対立が生じるなど、混迷を深めていきます。

華やかな世紀末ウィーンの舞台裏で、ユダヤ人を巡る

問題が極めて濃密だった事実を今回初めて知りました。

以上のような内容について、講師の村山雅人先生は、

曖昧な表現を排し、一言一句厳密に言葉を選びながら、

休憩を挟み９０分にわたり熱く語られました。そして、

いつの間にか、大学の教室に紛れ込んだような錯覚に

陥りました。さらに、講演後の質疑応答の場面では、

今日のパレスチナ問題につながる迷路のようなユダヤ

問題について、複雑な状況を分かりやすく噛み砕いて

説明されている姿が強く印象に残っています。講演を

通して世紀末ウィーンに対する認識に格段の深まりが

生まれたことは必然だと思われます。

実は小生、今を去ること約４０年前、大学の第２外

国語のドイツ語で、村山雅人先生にお世話になりまし

た。長年ウィーンで留学生活を送られた先生は、当時

新進気鋭のオーストリア文学研究者でした。本場

ウィーン仕込みのドイツ語の発音とともに、ウィーン

の自動車教習所事情やオーストリア・ビールの味わい

など、興味深いエピソード満載の講義だったことを思

い出しました。そして、講演後の懇親会では、会員の

皆様と盃を交わしながら、ドイツ語圏の文化について、

貴重なお話をたっぷり聞かせて頂くこ

ともでき、何とも至福なひとときを過

ごさせていただきました。

最後に、このような風通しの良い、

活気溢れる湘南日独協会の集いに参加

させていただけたことに対して、感謝

申し上げます。

村山雅人氏
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新入会員紹介：    下條眞智子様 杉本 容様

編集後記： 

新しい会長のもと、新しいプログラムも加わり、ド

イツ語講座の受講生も増え、音楽・文学関係のプロ

グラムへの関心も強くなりました。是非一度覗いて

見て下さい。新たな魅力を見つけることが出来ると

思います。会報紙面も新しい連載を始める計画があ

ります。皆さんのご寄稿も大歓迎です。

私は音楽が好きですが音楽教育は受けていません。

これまで、ハ長調とかロ短調とか、この「調性」に

ついて理解できずにいましたが、最近「五度圏」と

いう「調性」の時計回りの円形の図のあることを知

りました。音楽を職業としている方はご承知とのこ

とですが、皆さんはいかがでしょうか？（大久保）

４月例会

講演「ドイツ・欧州の情勢とアメリカとの関係」

講師 八木 毅氏（元在ドイツ日本大使）

寄稿者 会員 神澤 隆

2026年4月26日開催された第27回

定時総会のあと、藤沢市商工会館に

八木毅元ドイツ大使をお招きしてド

イツ及び欧州の政治状況について、

講演を頂いた。

八木毅氏は1977年外務省に入省され、フィリピン、

ドイツ、米国などでの在外公館勤務の後、インド駐箚

特命全権大使を経て2015年より5年間にわたってドイ

ツ連邦共和国駐箚特命全権大使の重責を全うされた。

激動する世界の中で、米国はもとより、インド、ド

イツといった地域の大国の動きをその中枢部に最も近

いところに身を置いてつぶさに見てこられた八木元大

使のお話しは豊富な体験談から現在の複雑且つ緊迫感

に満ちた世界情勢についての欧州を中心とした解説ま

で大変興味深いもので、評定予定された2時間があっ

という間に過ぎた。

書記官時代にフィリピンに勤務されたのはコラソ

ン・アキノ大統領（在職1986年－1992年）の時代で、

過激派ゲリラによるNGOスタッフの誘拐事件が起き

解決に奔走されたこと、ピナツボ火山の噴火では、

真っ黒な火山灰が空を覆い昼間でも真っ暗になったこ

となどをお聴きした。あとで、調べてみるとピナツボ

火山からマニラまではわずか100km足らず、約800人

の死者が出たこの時の噴火は400年ぶりとか。これで

は、見たくもないが私の生きている内に富士山の噴火

に遭遇しないとは断言できまい。

ミュンヘン大学（ルートヴィヒ・マクシミリアン大

学）留学、公使としての勤務などを通じてベルリンに

大使として赴任される前からドイツを知り尽くされて

おられた八木元大使の慧眼はスポーツの分野にも及び、

驚かされたのはサッカーの話題。日本のサッカーがド

イツに歯が立なかった時代に今日の日本人ブンデス

リーガ・シュピーラー続出を予想されていたそうだ。

ドイツ人に対するはったり発言だったとしてもやはり

大したものだと思った。

最後になったが、今回の講演の主

題はドイツ及び欧州主要国の政治状

況であった。先ずドイツについては、

州ごとの政党勢力図までを図表を交

えて、さらにフランス、英国の内政、

欧州州議会と続き欧州における極右、

ポピュリストの伸張、欧州と米国と

の関係などをウクライナやイラン・中東の問題を含め

て分かりやすく解説して頂いた。

2026年度全国日独協会連合会年次総会参加報告

湘南日独協会会長 星野 諭

去る4月17日（金）にJR大森駅から徒歩5分の日立製

作所会議室で、今年度全国日独協会連合会の年次総

会が開催されました。会議には連合会を構成する41

団体のうち、24団体の代表が出席しました。最初に

東原敏昭会長のあいさつがあり、シュテファン・

ビーダーマン在日ドイツ大使館文化部長、ユリア・

ミュンヒ・ベルリン独日センター事務総長、オリ

バー・ポール独日青少年協会会長によるあいさつが

続きました。その後、総会決議事項の承認、報告事

項の説明があり、午後は各地日独協会報告、ユリ

ア・ミュンヒ氏による短い講演の後、前沢浩子獨協

大学学長による基調講演「ドイツに学ぶ、ドイツと

学ぶ」が行われ、それを受けて相澤啓一獨協大学特

任教授、生駒美喜早稲田大学教授、早坂若子慶応義

塾大学博士課程によるパネルディスカッションが行

われました。ドイツ語やドイツについて学ぶ学生た

ちの活動をそれぞれ全国規模、大学内、そして日独

協会ベースにてオーガナイズしている3人の熱い思

いが伝わってきます。こうした活動が続く限り、ド

イツ語学習にはまだまだ未来があると思いました。

夜は場所を広尾のドイツ大使館公邸に移してのレ

セプションです。フート首席公使や各講演者、各地

の日独協会代表との懇親を深めた一夜となりました。

出席
行使

書面
行使

一任
回答

棄権
議決権
総数

4 29 19 51 103

湘南日独協会 第２７回定時総会ご報告

開催日時 2025年4月26日（日）14：00～14：50

会 場 ミナパーク ５０５会議室

配布資料（事前郵送済）： 総会議事次第、2025年度

活動報告、2025年度決算報告並びに監査報告、役員選

出、2026年度事業計画、2026年度収支予算書

事前郵送済の資料に基づき執行部より説明。質疑応

答、採決の結果、提出各議案全てについて、賛成多

数で、承認された。（議決判定計算式： 賛成数 ＋ 

一任数 ＞ 1/2 議決権行使数合計）

各議案に対する議決権行使結果(投票数)は下記の通り:

今後とも宜しくご支援をお願い申し上げます。

寄稿者の神澤さん

もっと楽しもう！湘南日独協会の音楽プログラム

― 歌う、聴く、学ぶ、クラシック、ドイツ民謡、

音楽に関わる歴史を、地理を知ろう ―

♦合唱団アムゼル

３０年の歴史ある混声合唱団、ドイツ歌曲、ドイツ

民謡から映画音楽まで幅広い曲を取り上げています。

コンサートの開催の他、音楽祭などへ参加しています。

♦SWZ（ドイツ語で歌おう）

楽譜は特に使用せず、音源と歌唱指導を受けて、ド

イツ民謡を主体に、季節の歌などユニゾンで歌い、

曲に関わる歴史や地理も学びます。

♦見て聴いて楽しむ音楽史

オーケストラや吹奏楽団の指揮者・指導者から大型

スクリーンと音響を使用し、クラシック音楽の歴史、

作曲家そして楽器等に関しての説明を受け、音楽の楽

しみ方を学びます。

ドイツ語で歌うことに心配な方は指導者がおります

ので心配はありません。会報Der Windの最終ペー

ジに開催予定が記載されています。（アムゼルの練

習は原則毎月第１第３水曜午後、会場は主に藤沢市

の公民館。ホームページに掲載）

いずれのプログラムも見学は無料です。（大久保）

年会費納入のお願い：

年会費の振り込みがまだの方は急ぎお願い致します。

払込取扱票がない場合は、下記口座へお振込下さい。

ゆうちょ銀行 口座加入者名 湘南日独協会

口座番号 ００２１０－９―２２７１８

寄稿者の上原さん

村山雅人氏 八木 毅氏

３月例会

講演「１９世紀末ウィーンとユダヤ人」

講師 村山雅人氏（元國學院大學教授）

寄稿者 会員  上原 文月

19世紀末ウィーンと云えば、クリム

トの官能的なユディトやマーラーの壮

大なシンフォニーの響きが真っ先に思

い浮かびますが、その屋台骨を支えて

いたユダヤ人の存在も忘れることはで

きません。今回の講演では、耀ける世紀末ウィーンと

ユダヤ人との関わりが中心のテーマとなりました。

世紀末ウィーンで活躍した文化人の多くが、ユダヤ

系オーストリア人であったことは、周知の事実です。

ユダヤ人が、オーストリアで同化していく過程で、非

ユダヤ系ウィーン市民との間で、主に経済的な理由に

より、両者の間で大きな軋轢が生じ、ユダヤ人を敵視

する反ユダヤ主義が拡大していきます。一方で、その

反動としてシオニズム運動が登場し、パレスチナにユ

ダヤ人国家を建設することが叫ばれる最中、ユダヤ人

同士でも対立が生じるなど、混迷を深めていきます。

華やかな世紀末ウィーンの舞台裏で、ユダヤ人を巡る

問題が極めて濃密だった事実を今回初めて知りました。

以上のような内容について、講師の村山雅人先生は、

曖昧な表現を排し、一言一句厳密に言葉を選びながら、

休憩を挟み９０分にわたり熱く語られました。そして、

いつの間にか、大学の教室に紛れ込んだような錯覚に

陥りました。さらに、講演後の質疑応答の場面では、

今日のパレスチナ問題につながる迷路のようなユダヤ

問題について、複雑な状況を分かりやすく噛み砕いて

説明されている姿が強く印象に残っています。講演を

通して世紀末ウィーンに対する認識に格段の深まりが

生まれたことは必然だと思われます。

実は小生、今を去ること約４０年前、大学の第２外

国語のドイツ語で、村山雅人先生にお世話になりまし

た。長年ウィーンで留学生活を送られた先生は、当時

新進気鋭のオーストリア文学研究者でした。本場

ウィーン仕込みのドイツ語の発音とともに、ウィーン

の自動車教習所事情やオーストリア・ビールの味わい

など、興味深いエピソード満載の講義だったことを思

い出しました。そして、講演後の懇親会では、会員の

皆様と盃を交わしながら、ドイツ語圏の文化について、

貴重なお話をたっぷり聞かせて頂くこ

ともでき、何とも至福なひとときを過

ごさせていただきました。

最後に、このような風通しの良い、

活気溢れる湘南日独協会の集いに参加

させていただけたことに対して、感謝

申し上げます。
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会長就任あいさつ

  湘南日独協会会長 星野 諭

4月26日開催の湘南日独協会定

時総会で第7代会長に選出されま

した星野諭です。どうぞよろし

くお願いいたします。歴代会長

の大先輩の方々は皆ドイツ語の

大家でいらっしゃると同時に、

ドイツでの生活経験も豊富にお持ちです。それに引

き換え、私にはそのいずれも身に備わっておらず、

こんな私で良いのでしょうかと申し上げながら、僭

越にもこのような大役をお引き受けすることとなっ

てしまいました。まさに身の引き締まる思いがいた

します。

それに先立つ4月17日に、全国日独協会連合会の

年次総会に出席して参りました。そこでの話題とい

えば、「会員の高齢化」「会員数の減少」という、

全国に40ほどある加盟団体に共通の問題でした。そ

して創立43年を迎える仙台日独協会からは、ついに

解散を決めたという報告もありました。

大学でのドイツ語履修者もかつてと比べると大幅

に減少しています。私が大学に入学した1976年頃は、

ドイツ語は第二外国語の王者でした。大学等の高等

教育機関でドイツ語を履修する学生の数は40万人か

ら50万人はいたとされています。それが中国語・韓

国語・スペイン語の台頭や、ドイツ語を必修とする

学部・学科の減少、第二外国語の必修そのものの減

少、学生の関心が欧州からアジアへシフトしたと

いった理由で、ドイツ語履修者の数は減少の一途を

たどり、現在は往時の1/5から1/6の7万人～9万人と

なっているそうです。

全国の日独協会が会員の高齢化や会員数の減少に

悩むのも、ドイツ語学習のこうした現状と無縁では

ありません。

ドイツ語は外国語学習という分野での「業界標準」

の地位から転落し、もはや趣味の言語と化している

といって良いのかもしれません。私は、そうなった理

由はドイツ語自身の持つ魅力が薄れたことにあるので

はないかと思います。

かつて音楽・文学・哲学・経済学など、多くの学問

や芸術でドイツ語を通じてのみ学べることが沢山あり

ました。もちろん今でもドイツ語がもたらす魅力的な

コンテンツはたくさんあります。しかし百年一日の如

き、ベートーヴェン、ゲーテ、ヘーゲル、マルクスと

いった過去の偉人たちだけでは、中国語や韓国語など

の他の言語で得られる新しく魅力的なコンテンツに敵

わなかったというのが真実なのではないでしょうか。

幕末・明治の頃は、ドイツは日本にとって様々な分

野での師匠でした。戦前までは世界を制覇する工業製

品の多くはドイツ製でした。しかしその後日本はカメ

ラや自動車の分野で師匠を超える立場となりました。

21世紀も1/4を過ぎた今、日本はコンテンツにおい

てもアニメやマンガ、文学、音楽などの分野で世界

中から注目されています。かつては光り輝く先達

だったドイツは、今では様々な分野で競い合い、協

力し合い、そして共に悩むという「等身大」の存在と

いえるでしょう。

そんな等身大のドイツの、今の魅力をもっと発見

して、それを会員の皆様とともに楽しんで行きたい

というのが、私の望みです。19世紀に周囲から遅れ

て出発し、やがて努力の末に追いついて、共に戦争

で敗北し、ふたたびそこから復興と発展を遂げ、今

また超大国の横暴に悩まされながらも希望を捨てず

に未来を目指している国、

日本とドイツ。ドイツの新

しい魅力的なコンテンツの

発見と、ドイツの人々との

新たな交流、そして会員相

互でのコミュミケーション

のますますの拡大を目標と

して、微力ながら力を尽く

して参ります。皆様、どう

ぞ宜しくお願い致します。
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Animagic2026 毎年ドイツ
マンハイムで開催される、ヨー
ロッパ最大のアニメイベント。

京アニ「明日の火花」も出展

湘南日独協会催事カレンダー(2026年6月～2026年10月)  6月1日現在の情報です

見て聴いて楽しむ音楽史（第40回）

11日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題： Beethovenの音楽 #4 リズムの交響曲 交響曲第7番

講師： 高橋善彦氏 （会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲： ベートーベン 交響曲第7番 イ長調 作品92

読書会 08日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

22日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

談話室SAS 09日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 18日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

動画でドイツ 14日（日） 14:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 28日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「ビジネスにおける通信手段の変遷」

講師： 島  新氏（湘南日独協会相談役）

概要： 昨今のビジネスにおける通信手段は目覚ましく変遷発展し、伝達速度は瞬時となっている。

この数十年どのような変遷をたどったのか。それ以前、商業が大いに発展した江戸時代は

如何であったのか。鎖国の時代であったが、米取引市場の発展が、近世で、世界で最も早く

先物取引市場が発展し、それを支えた通信のスピードは我々の通念を超えたスピードであった。

懇親会：有り

見て聴いて楽しむ音楽史   休会

読書会 13日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

27日（月） 休会

談話室SAS 14日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 16日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

動画でドイツ 12日（日） 14:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 26日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「AIとドイツ語学習ーAIを学習パートナーにするために」

講師： 中川純子氏（慶応義塾大学　非常勤講師）

概要： 生成AIの登場で外国語教育は激変しました。本講演では、AIの得意・不得意や「落とし穴」

を正しく理解し、AIを単なる翻訳機としてではなく、ドイツ語学習を加速させる「パートナー」

として使いこなす方法を解説します。特に、独学では難しい「会話」や「発音練習」にどう

AIを取り入れるかという点にフォーカスします。AIを味方につければ、ドイツ語学習ももっと

楽しくなります。参加者の皆さん同士、情報交換もできればと思います。 懇親会：有り

8月 休会

見て聴いて楽しむ音楽史（第41回）

10日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題： Mozartの音楽 #5　謎の交響曲(中期の名作)その２

講師： 高橋善彦氏 （会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲： モーツァルト 交響曲第36番 KV425 "リンツ"、第38番 KV504 "プラハ"より第1楽章

読書会 14日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

28日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

談話室SAS 08日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 17日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

動画でドイツ 13日（日） 14:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 20日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「東と西の間（Zwischen Ost und West）」

講師： エメリー・ラーデマッハさん（日独協会研修生）

概要： ドイツ再統一後、両親は東端の町ゲルリッツからケルンの近くへ移住しました。講師は

ラインラント地方とラウジッツ地方、東西両方の文化の中で育ちました。講師にとって、

西ドイツも東ドイツも、どちらも大切な「故郷（Heimat)」です。現在のドイツが持つ

地域文化の多様さや魅力を、楽しく紹介する。 懇親会：有り

10月の行事は項目のみ記載、詳細及び追加行事はは9月に発行予定の次号に掲載予定

見て聴いて楽しむ音楽史

08日（木） 14:00-16:00 ミナパーク５０３　  会費：1,500円　

読書会 12日（月） 祝日の為休会

26日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

Bierfest 未定

談話室SAS 13日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 15日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

動画でドイツ 11日（日） 14:00-18:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

参加される皆様へ 準備の都合上、早めにお申込ください。

各催しは変更される場合があります。最新の予定を当協会のホームページでご確認ください。

URL : https://jdg-shonan.ciao.jp/ 右記のQRコードからもアクセス出来ます。
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7月

10月
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